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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、小学校への就学という移行を社会文化的な視点からとらえなおし、その意
味を再考することであった。本研究では、ヴィゴツキーの児童学で行った研究知見を手がかりとしながら、就学移行プ
ログラムを構築した。
その結果、以下の2つの視座を得ることができた。第一に、年齢発達と環境の変化にともない個人の「情動体験」が変
容することである。このことは、「発達の社会的状況」の変化により、個人の経験の有り様が変化することを示唆して
いる。第二に、就学移行期は「発達の危機」として子どもの態度や行動に表れ、一見するところの否定的であるが、そ
れは次への発達の契機を孕んだものであった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to rethink and reflect the school transition from 
sociocultural stand point. In this study，we constructed the program of transition from Vygotsky’s 
pedological studies.
From Vygotsky studies, it found following two points. Firstly, the emotional experiences was change. In 
other words, this is due to changes of "social situations of development", it suggests that personal 
experience was change. Secondly, the school transition period reflected in children's attitudes and 
behavior as a "crisis of development". This is not a negative moments bat also one of the positive 
opportunity of development to the next stage.

研究分野： 保育学・幼児教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
（１）近年，幼児教育領域では「小一プロブ
レム」と呼ばれる就学前から小学校への接続
が問題となっている。この「小一プロブレム」
といった現象においては，保育所・幼稚園の
なかで，遊びを中心とした時間的にも空間的
にも自由な文化のなかで育ってきた子ども
たちが，学校文化のなかでは上手く自己の力
を発揮できないでいる現状がある。 
（２）例えば，米国 NAEYC による「発達に
ふさわしい教育実践」では乳児から 8 歳まで
の子どものカリキュラムを構想している。し
かし，現在の日本では，小学校低学年を含め
た一貫した幼年期の就学移行期カリキュラ
ムがほとんど存在していない。その理由とし
て，制度上の違いは別として，就学前から小
学校，あるいはそれ以後の長いスパンでとら
えた発達理論の不在が考えられる。 
（３）そこで，手がかりになると考えられる
のがロシア・ソビエトの心理学者ヴィゴツキ
ー（Л.С.Выготский1896-1934）である。ヴ
ィゴツキーは晩年の児童学(педология)研究
のなかで，当時のロシアの就学時期を「7 歳
の危機」としてとらえている。また，外的環
境の変化と子どもの認識プロセスの変化の
葛藤の時期であると指摘している。 
 以上 3 点をふまえ，本研究ではヴィゴツキ
ーの児童学研究から得られた発達の知見を
手がかりに，社会文化的移行として就学を捉
え直していきたい。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はヴィゴツキーの発達論を

手がかりとした就学移行期プログラムを構
築することである。 
（１）これまで未刊行であったヴィゴツキー
の児童学研究を中心に就学期の発達的，教育
的問題を理論的に整理する。また，ソビエト
児童学における研究の文脈を整理すること
でヴィゴツキーの独自性を検証する。 
（２）就学前と就学以後の発達的な特徴と文
化的道具の違いに着目し，社会文化的移行と
しての接続期プログラムを構想しその意義
を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
（１）ヴィゴツキーの児童学領域に関する資
料収集と文献研究により，その理論を整理す
る。 
（２）社会文化的移行としての就学プログラ
ムを具体的に構想の上実施し，その効果を検
証する。 
 
４．研究成果 
（１）社会文化的移行に関するヴィゴツキー
の児童学研究の示唆 
 ヴィゴツキーは最晩年に児童学という学
問領域で研究を行っている。本研究では，主
に雑誌『児童学』誌（1928-1932），および，
児童学講義の速記録（「年齢の問題」，「環境

の問題」など）を対象文献として収集分析を
行った。その結果，以下の 2 点が示唆された。 
 第一に，年齢発達と環境の変化にともない
個人の「情動体験」が変容することである。
ヴィゴツキーは，子どもと環境の変化をとら
える分析単位として「情動体験」という概念
を提示している。この「情動体験」は，個人
と環境の関係性をプリズムのように屈折さ
せていくものとして提示されている。具体的
にいえば，就学にともない子どもは教師とい
った人的環境との向き合い方が異なり，そこ
で生じる情動は就学前と後とでは異なると
いうものである。この点について，Bozhovich
（2009）は「情動体験」の概念をさらに解釈
し直し，「発達の社会的状況」の変化により，
個人の経験の有り様が変化することを指摘
した。この点をふまえると，就学は「発達の
社会的状況」の変化であり，個人の経験が異
なるモノになるということになる。 
第二に，就学移行期は「発達の危機」とし

て子どもの態度や行動に表れ，一見するとこ
ろの否定的であるが，それは次への発達の契
機を孕んだものであった。ヴィゴツキーの児
童学講義のなかに，「年齢の問題」と「7 歳の
危機」という講義録が残されている。このテ
クストからは，就学前から小学校低学年の時
期の「危機」と表現している。この危機は，
ネガティヴな意味のみならず，次の創造的な
発達への準備期として位置づけられている。 
以上 2 つの点から，次のようなことが導き

だせると考えられる。まず就学移行期は子ど
もと保育者との関係性が変化し，教育保育の
しにくさとして顕在化する。それは一見する
ところ「小一プロブレム」といった問題行動
としてとらえられがちであるが，その内実は
「発達の社会的状況」の変化によってもたら
される発達の危機である。これらをふまえ，
小学校の先取り（早期教育）のプログラムで
はなく，子どもの発達を主導するプログラム
を構築した。 
 
（２）就学移行プログラムの開発と実施およ
び検証について 
①問題と目的 
 本研究ではヴィゴツキーの就学移行プロ
グラムとして「学校ごっこ」という遊びを中
心とした保育内容を構想し実践を行った。こ
のプログラムの特徴は以下の 2 点である。第
一に，ヴィゴツキーは就学前の遊びについて，
発達を主導する活動として位置づけており，
小学校のごっこ遊びを組織的にプログラム
化した点である。第二に，「学校ごっこ」は，
学校の文化的道具（cultural tools）を媒介と
した活動であることを意識した媒介学習経
験 プ ロ グ ラ ム で あ る 点 で あ る
（Kozulin,1998）。 
 本研究の目的は，「学校ごっこ」実践の分
析と理論的検討を通して，保育所・幼稚園に
おける就学に向けた遊び中心の保育内容の
可能性を明らかにすることである。本研究で



は就学を学校文化への参入プロセスとして
とらえる。そして，「学校ごっこ」実践は，
その参入過程を保育園での遊びを通して擬
似的に体験することを意味する。このような
経験は，「小一プロブレム」の対策として実
施するものではなく，新しい文化への参入に
ともない「小学生としての自分」を考える契
機となることをねらったものである。 
 
②方法と手続き 
実施日時：秋の実践 20XX 年 10 月 13 日—20
日（約 1 週間） 冬の実践 20XY 年 1 月 15
日—31 日（約 2 週間） 
実施場所：X 保育園 
保育内容：申請者と年長の担任を中心とした
話し合いの中に，小学校教諭である保護者や
主任保育者も参加して具体的なプログラム
を構想した。概要は以下の通りである。 
［秋の「学校ごっこ」の主な内容］ 
・箱の中身をあててみよう（話合い） 
・集中して一つのものを描く（デッサン） 
・どれが飲みたいかな（実験） 
・パネルを使ってクイズ（左右上下と数の認
識） 
［冬の「学校ごっこ」の主な内容］ 
・ノートの説明，ひらがなに必要な線を書く，
考えて発表する（「あ」のつく言葉），宿題の
説明 
・宿題の振返り，ひらがなに必要な線を書く，
考えて発表する（赤いもの） 
・参観日，「しょうがっこうにいったら・・・」
で始まる文をつくって発表 
・プリントで考えてみよう（仲間同士を線で
結ぶ） 
事例の抽出と分析：ビデオカメラによる記録
からと手書きによるメモから観察データを
整理した。この観察データから 35 事例を抽
出し分析を行った（事例データは省略）。 
 
③就学移行プログラムの意義－「学校ごっ
こ」実践を通して何が育ったのか－  
保幼小連携の重要性が議論されるとき，と

もすれば，小学校で問題を起こさずスムーズ
に学校に適応することが良いこととして社
会的に求められていると勘違いしてしまう
ことがある。しかしながら，福元（2014）が
指摘しているように小一プロブレムを適応
の問題とすり替えることには大きな危険性
を孕んでいる。小一プロブレムといった現象
と，就学前に必要な子どもの保育内容や接続
期カリキュラムは別で考えられるべきであ
る。では「学校ごっこ」実践は子どもたちの
経験にとってどのような意味があるのだろ
うか。レディネス形成，というのがひとつの
回答として考えられるだろう。就学する準備
を行う保育である。このような小学校への準
備性の議論は欧米を中心とした諸外国でも
頻繁に行われてきた。しかしながら，就学レ
ディネスとした場合，準備ができているか否
かという点に焦点化され，スキルや技能に還

元されてしまう恐れがある。また，世界の就
学研究の動向をみると，近年ではレディネス
としての技能を子どもに育てることを強調
するよりも，子どもにとっての社会文化的資
本として，園と学校との連携など移行のため
のカリキュラムやプログラムなどが議論さ
れている（Dockett, Petriwskyj & Perry, 
2014）。 
 「学校ごっこ」実践において，子どもたち
は小学生になりきっていた。そこでは，通常
のごっこ遊びとは異なる「情動体験」がみら
れた。それは，背伸びした「小学生の自分」
を振る舞うという点にある。これは特定の状
況における適切な雰囲気をつかんだり，何が
求められているかを理解するような実践感
覚（habitus）に近いものである。このよう
な「情動体験」や実践感覚は，個人の資質や
能力などに還元できるものではなく，当該文
化に参入した場合振る舞えるといった感覚
として機能するものと定義される。「学校ご
っこ」実践で言えば，小学校という独自の文
化のなかに入れば，それなりに振る舞えると
いった実践感覚の涵養である。ホルツマン
（2014）は発達において世界をパフォーマン
スする実践のなかでの二重の在り方を指摘
している。すなわち，活動時にパフォーマン
スする今の自分（being）と，活動時に，今
の 自 分 で は な い， な り つ つ あ る 存 在
（becoming）がある，という二重性である。
「学校ごっこ」実践とは，新しい文化へ参入
する過程における戸惑いや葛藤を子ども自
身が自覚しつつ，学校という文化の中で振る
舞うことができる新しい「小学生としての自
分」を形成するプロセスであり，それを支え
る就学移行プログラムとして理解されるべ
きだろう。 
 これまで保育所や幼稚園で行われてきた
就学移行プログラムは，交流行事をはじめ実
際の小学校へ出向き「学校で遊ぶ」経験だっ
たといえるだろう。それに対して，本研究で
検討してきた「学校ごっこ」実践は，子ども
たちにとって，現実の学校ではなく，想像世
界の「学校を遊ぶ」経験である。学校という
文化を遊ぶことを通して，学校での振る舞い
（habitus）や，教師や学習への向き合いか
たを先生役の保育者を媒介にしながら経験
していく。このような間接的な経験は，子ど
もたちに小学校への期待や不安を含め様々
な感情を伴うものだろう。それはリアルでは
ないから意味が無いというのではなく，想像
世界だからこそ，今の自分では無い「小学生
としての自分」を演じ，学校の世界へと一歩
あゆみを進めるきっかけになるものである。 
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